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新庁舎建設
向けスタート！

に

詳細　管財課☎ 058-383-1619

　

建
物
の
総
合
的
な
耐
震
性
能
の
値
で
あ

る
「
Ｉ
ｓ
値
（
構
造
耐
震
指
標
）」
に
つ
い

て
、「
耐
震
改
修
促
進
法
」
で
は
、「
0.6
以

上
」を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

0.6
未
満
の
建
物
は
耐
震
化
の
必
要
が
あ
る

と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
行
っ
た
市
役
所
本
庁
舎

の
耐
震
診
断
の
結
果
、
１
階
南
北
方
向
が

最
も
低
く
「
Ｉ
ｓ
値
０
・
28
」
で
、
大
地

震
発
生
時
に
倒
壊
、
ま
た
は
崩
壊
の
危
険

性
が
高
い
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
と
総
合
福

祉
会
館
は
、
昭
和
56
年
の
耐
震
基
準
の
変

更
後
に
建
て
ら
れ
、
Ｉ
ｓ
値
0.6
相
当
の

耐
震
性
能
が
あ
る
た
め
、
倒
壊
な
ど
の
可

能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
庁
舎
に
求
め
ら
れ
る
耐
震
性
能

　

本
庁
舎
は
、
一
般
庁
舎
と
異
な
り
、
市

民
皆
さ
ん
の
安
全
、
生
活
を
守
る
重
要
な

拠
点
で
す
。災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、

総
合
的
な
防
災
拠
点
と
し
て
十
分
な
機
能

確
保
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
国
土
交
通
省
の
「
官
庁
施

設
の
総
合
耐
震
・
対
津
波
計
画
基
準
」
に

基
づ
い
て
、
大
地
震
後
も
補
修
す
る
こ
と

な
く
機
能
が
維
持
で
き
る
、
高
い
耐
震
性

能
（
Ｉ
ｓ
値
0.9
以
上
）
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

市
は
こ
れ
ま
で
、
子
ど
も
た
ち
が
通
う

小
中
学
校
や
、
避
難
所
と
な
る
公
共
施
設

な
ど
の
耐
震
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
平

成
26
年
度
、
こ
れ
ら
の
耐
震
化
が
完
了
す

る
目
途
が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
有
識
者
や

市
民
で
構
成
さ
れ
る
「
市
本
庁
舎
耐
震
化

基
本
構
想
策
定
委
員
会
」
を
設
置
し
、
本

庁
舎
の
耐
震
化
の
方
針
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。

皆
さ
ん
の
声
を
も
と
に
方
針
を
決
定

　

策
定
委
員
会
で
は
、会
議
に
よ
る
検
討
・

協
議
の
ほ
か
、先
進
自
治
体
へ
の
視
察
や
、

基
本
構
想
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト（
意
見
公
募
）、地
区
別
説
明
会
を
実
施
。

平
成
27
年
２
月
に
「
市
本
庁
舎
耐
震
化
基

本
構
想
（
案
）」
が
、
委
員
会
か
ら
市
長

へ
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
議
会
で
は
、
本
庁
舎
耐
震
化

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
「
本
庁
舎
耐

震
化
等
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
本

庁
舎
の
耐
震
化
は
建
て
替
え
に
よ
る
整
備

を
基
本
と
す
る
、
基
本
計
画
策
定
に
向
け

て
の
要
望
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、策
定
委
員
会
の
答
申
や
議
会
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
十
分
に
踏
ま

え
、
本
庁
舎
耐
震
化
の
方
針
を
「
建
て
替

え
」
と
す
る
「
市
本
庁
舎
耐
震
化
基
本
構

想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

大
地
震
で
倒
壊
・
崩
壊
の
危
険
性
が
高
い
本
庁
舎

本
庁
舎
の
耐
震
化
は
「
建
て
替
え
」に
決
定

市庁舎の現状本庁舎の Is 値

東西方向 南北方向

Is 値 CTU・
SD 値 Is 値 CTU・

SD 値

診
断
結
果

6 階 0.50 0.51 0.63 0.64

5 階 0.65 0.66 0.52 0.53

4 階 0.41 0.41 0.46 0.47

3 階 0.40 0.40 0.40 0.40

2 階 0.37 0.37 0.37 0.37

1 階 0.34 0.34 0.28 0.29

地下 0.44 0.45 0.40 0.41

CTU・SD 値…鉄筋コンクリートの建物が持つ
水平方向の力に対する強さ。0.3 未満は危険

本庁舎 産業文化センター
（北庁舎）

総合福祉会館
（健康管理課）

昭和 48 年 3 月竣工
鉄筋コンクリート造
地上 5 階・地下 1 階
延床面積 10229.6 ㎡

平成 5 年 5 月竣工
鉄骨鉄筋コンクリート造
地上 8 階・地下 1 階
延床面積 15202 ㎡

（庁舎機能 約 4200 ㎡）

昭和 60 年 11 月竣工
鉄筋コンクリート造
地上 4 階・地下 1 階
延床面積 4440 ㎡

（庁舎機能 約 190 ㎡）

①耐震補強 ②免震補強 ③建て替え
④耐震補強

＋防災拠点庁舎新築

方法

庁舎に耐震ブレース
（筋交い）や耐震壁を

設置し耐震性能を向
上する（Is 値 0.9 以上）

建物の下に免震装置
を設置して地震の揺
れを低減する

本庁舎のみ、または
他の庁舎を集約した
新庁舎に建て替える

本庁舎に最小限の耐
震補強をし、十分な
耐震性を備える防災
拠点庁舎を新築する

老朽化した設備など
の改修

必要 必要 不要 必要

工事に伴う仮設庁舎 必要 必要 不要 必要

初期費用※１ 約 48 億円 約 56 億円
（本庁のみ）

約 73 ～ 76 億円
（集約）約 100 億円

約 58 億円

50 年間の LCC ※２ 約 184 億円※３ 約 192 億円※３
（本庁のみ）約 149 億円
（集約）約 205 億円

約 192 億円※３

工事期間 約 18 カ月 約 24 カ月 約 24 カ月 約 14 カ月

メリット
他 の 方 法 に 比 べ て、
初期費用が抑えられ
る

耐 震 補 強 に 比 べ て、
建物内部への影響が
少ない

利便性や機能性が向
上、行政サービスの
充実につながる

執務スペースの不足
が解消できる

デメリット

内部に耐震ブレース
などが入るため、庁
舎としての利便性が
大きく低下する

工事期間が長く、初
期費用も大きくなる

初期費用が大きくな
る

さらに庁舎の分散化
が進む

安全安心 ○ ○ ◎ ○

機能性 × △ ◎ ○

経済性 ○ △ ◎ △

環境保全性 ○ ○ ◎ ○

※１　事業費は比較検討の目安として算出した概算額です。

※２　LCC（ライフサイクルコスト）…建物の整備から維持管理を含めた総合的な経費の推定値

※３　本庁舎のコンクリート劣化状況調査などの結果から、本庁舎の耐用年数は 65 年と推測されます。本庁舎は
　　　既に築 42 年を経過しているため、約 20 年後には建て替えの検討が必要となります。

耐震化の方法は、下表の①～④の整備方法について、それぞれの特徴や
メリット、費用などの項目ごとに慎重に比較検討を行いました。

その結果、本庁舎耐震化の整備方法は、現在の庁舎が抱えるさまざまな問題や課題を根本的に解
決でき、耐用年数を考慮したライフサイクルコストが優位である「建て替え」による整備としま
した。

本庁舎耐震化の方法
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３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
本
庁
舎
耐
震

化
基
本
構
想
」
に
は
、
耐
震
化
を
建
て
替

え
で
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
針
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
基
本
構
想
の
中
か
ら
庁
舎

の
規
模
や
場
所
な
ど
、
主
要
な
ポ
イ
ン
ト

ご
と
に
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

整
備
方
針

基
本
理
念
「
市
民
の
安
全
・
安
心
な
く
ら

し
を
支
え   

み
ん
な
に
や
さ
し
い
庁
舎
」

　

市
庁
舎
に
は
、
市
民
生
活
の
変
化
や
節

目
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
公
共
施
設
と
し
て
の
役
割

と
、
そ
れ
を
支
え
る
行
政
活
動
の
拠
点
、

職
員
の
執
務
空
間
と
し
て
の
役
割
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
の

防
災
拠
点
と
し
て
の

役
割
や
環
境
へ
の
取

り
組
み
を
先
導
す
る

施
設
と
し
て
の
役
割

も
重
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
役
割
を

果
た
す
た
め
、
庁
舎

の
役
割
を
整
理
し
、

庁
舎
の
基
本
理
念
を

定
め
ま
し
た
。

新
庁
舎
の
建
設
エ
リ
ア

　

市
本
庁
舎
の
建
て
替
え
に
よ
る
整
備
を

行
う
候
補
エ
リ
ア
は
、「
駅
や
他
の
官
公

署
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
よ
さ
」、「
地
理
的

な
中
心
や
人
口
重
心
か
ら
の
距
離
」、「
市

有
地
で
あ
る
こ
と
・
広
い
敷
地
の
確
保
が

期
待
で
き
る
こ
と
」
を
考
慮
し
、
左
図
の

Ａ
～
Ｃ
の
エ
リ
ア
を
候
補
に
し
ま
し
た
。

　

各
候
補
エ
リ
ア
を
、
安
全
性
や
機
能

性
、
経
済
性
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
項
目
か
ら

比
較
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
周
囲

の
人
口
や
商
業
の
集
積
度
が
高
く
、
市
民

の
利
用
や
交
通
の
利
便
性
が
優
れ
、
他
の

官
公
署
と
の
連
携
が
図
り
や
す
い
点
な
ど

か
ら
、
建
設
エ
リ
ア
は
、
Ａ
エ
リ
ア
（
現

庁
舎
周
辺
エ
リ
ア
）
で
検
討
し
ま
す
。

今
後
の
検
討
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

新
庁
舎
建
設
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
情
報
発
信
や
検
討
段
階
で
の
市
民
参

加
に
よ
り
理
解
を
共
有
す
る
こ
と
、
導
入

す
る
庁
舎
機
能
や
規
模
を
検
討
し
、
事
業

費
を
抑
え
た
計
画
と
す
る
こ
と
、
建
設
位

置
の
法
令
適
合
性
の
検
証
と
協
議
を
行
う

こ
と
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
踏
ま
え
早
期

の
完
成
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
、
新
庁
舎
の
建
設
位

置
や
規
模
、
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
「
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」

の
策
定
に
向
け
、「
各
務
原
市
新
庁
舎
建

設
基
本
計
画
策
定
委
員
会
」
を
設
置
し
、

検
討
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
、
検
討
段
階
か
ら

市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う

に
努
め
る
ほ
か
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）
を
実
施
し
、
皆
さ
ん
の
意

見
を
広
く
お
聞
き
す
る
予
定
で
す
。

新
庁
舎
の
規
模

　

現
在
、
本
庁
舎
と
し
て
の
機
能
は
、
本

庁
舎
、
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
と
総
合
福
祉

会
館
に
分
散
し
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
で
、
よ
り
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
防
災
拠
点
と
し

て
の
機
能
の
ほ
か
、
市
民
に
親
し
ま
れ
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
く
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
庁
舎
と
し
て
、
部
署
な

ど
の
配
置
や
導
入
す
べ
き
機
能
な
ど
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
庁
舎
が
備
え
る
べ
き
機
能
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
具
体
的
な
検
討
に
よ
り
決
定

し
て
い
き
ま
す
。

　

市
役
所
本
庁
舎
の
新
庁
舎
建
設
に
つ
い

て
検
討
す
る
「
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
策

定
委
員
会
」の
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期　

委
嘱
の
日
～
平
成
28
年
3
月
31
日

（
平
日
の
日
中
に
6
回
程
度
開
催
予
定
）

対
象　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
（
公

務
員
、
議
員
を
除
く
）

募
集
人
数　

1
人
（
選
考
）

備
考　

▽
応
募
申
込
書
は
、
管
財
課
（
市

役
所
３
階
）、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
▽
選
考
結
果
は
応

募
者
個
人
に
通
知
し
ま
す

申
込
と
詳
細　

4
月
30
日
（
必
着
）
ま
で

に
、
応
募
申
込
書
を
管
財
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）
１
６
１
９

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）・

地
区
別
説
明
会
の
内
容
に
つ
い
て

　

基
本
構
想
に
つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
35
日
間
実
施
し
、
23
人
か
ら
69

件
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

地
区
別
説
明
会
を
２
日
間
実
施
し
、
計
62

人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
市
の
回

答
、
ま
た
質
疑
の
内
容
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
基
本
構
想
」の
よ
り
詳
細
な
情
報
は

　

今
回
策
定
し
た
「
本
庁
舎
耐
震
化
基
本

構
想
」
は
、
管
財
課
（
市
役
所
３
階
）、

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
な
ど

で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://w
w

w
.city.kakam

igahara.lg.jp/
shisei/shisaku/9257/012091.htm

l

で

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
、
新
庁
舎
建
設
の
基
本
構
想

「
気
に
な
る
！
」新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

市
民
委
員
を
募
集

本庁舎は建設から 42年が経過し、コンク

リートも相応に劣化しています。

補強工事を行った場合、庁内に多くの補強や改修

が必要となるため、使い勝手が悪くなり、耐用年

数を延ばすこともできません。多額の費用をかけ

ても、約 20年後には、さらに建て替えの議論が

必要となり、二重投資となる可能性があります。

また、現庁舎は、耐震性能の不足のほか、打ち合

せや相談のスペース不足、バリアフリーへの対応

などの課題があり、補強工事と合わせて改修工事

を行っても、対応には限界があります。

庁舎機能の分散化は市民サー
ビスの低下につながります。

また、災害対策は市の全組織、防災
関係機関などが連携する必要がある
ため、本庁舎から離れた災害対策の
スペースや設備が整っていない施設
を活用することは、復旧復興への支
障となると考えられます。

産業文化センターと総合福祉
会館は、本庁舎と異なり昭和

56年以降の新しい耐震基準で建てら
れたため、利用上の支障はありませ
んが、防災の拠点庁舎に求められる
高い耐震性（Is 値 0.9 以上）は満た
していません。

行政サービスは、災害発生時でも安
定的に継続することが必要です。

新庁舎の建設は、通常時や災害発生時でも
行政サービスを安定的に継続できるのと同
時に、現庁舎が抱える課題を解決し、より
高い水準の行政サービスの提供につながる
と考えます。

現庁舎を補強すればいいのでは？

他の施設を災害対策本部と
して利用したら？

産業文化センターや、
総合福祉会館の耐震性は？

市庁舎の建設が、行政
サービスに影響するのでは？

現庁舎を補強すればいいのでは？

他の施設を災害対策本部と
して利用したら？

産業文化センターや、
総合福祉会館の耐震性は？

新庁舎の建設が、行政
サービスに影響するのでは？

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

？

！

本庁舎のみ
建て替え

本庁舎と他の庁
舎機能を集約し

建て替え

総務省の
算定基準

約 1 万 2600 ㎡ 約 1 万 7600 ㎡

他
自
治
体
事
例

人口から
算定

― 約 2 万 1600 ㎡

職員数
から算定

約 1 万 3300 ㎡ 約 1 万 9600 ㎡

（参考）現庁舎 約 1 万 200 ㎡ 約 1 万 4,590 ㎡

災害対策本部 市民課窓口

Ａエリア
①現庁舎敷地
②総合福祉会館敷地
③市民公園駐車場敷地 /
　市民公園敷地
④学びの森敷地

Ｂエリア
⑤中央小学校
　付近

Ｃエリア
⑥ＪＲ各務ケ原
　駅北側付近

現本庁舎

新庁舎の想定規模
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　参加者全員に賞品がありま
す。ぜひ、ご参加ください。
日時　4 月26 日（ 日 ）　①10:00 ～
12:00 ② 13:00 ～ 15:00
場所　市民プール 2 階スタジオ
ルーム（鵜沼小伊木町 4）
対象　小学生以上
内容　反射、握力、脚力など
持参品　タオル、飲み物、室内
シューズなど
申込　当日受付（事前申込も可）
詳細　市民プール☎058-370-6
506

市民プール
体力測定会

　講師と一緒に森林浴を行い、疲
れをリフレッシュさせましょう。
日時　5 月 2 日（土）　10:00 ～
14:00（雨天中止）
場所　ふどうの森（関市迫間）
定員　20 人（抽選）
費用　50 円程度（保険料）
備考　

△

昼食は各自で用意

△

現
地集合、解散
申込と詳細　4 月 28 日までに
ライフサポートセンターぎふ☎
058-214-7300

森林浴セミナー
身近な森を歩こう !

　昔から市内の農家で行われて
きた養

ようさん

蚕。蚕
かいこ

を育て、絹糸をとっ
た暮らしを学び、体験します。
日時　5 月 23 日（土）　9:00 ～
16:30
場所　炉畑遺跡公園駐車場（鵜
沼三ツ池町 6）集合・解散
対象　小学 3 年生～中学生とそ
の保護者
定員　30 組（申込順）
内容　蚕と養蚕農家の様子を見
学、真綿づくり体験
費用　300 円
備考　昼食は各自で用意
申込と詳細　文化財課☎058-
383-1475

各務原寺子屋事業
「かいこってすごい」

受講期間　6 月 10 日～ 8 月 4 日
（各教室 8 回）

日程　下表のとおり
費用　親子教室 6000 円、その
他 5700 円（傷害保険料含む）
申込　市民プール、市役所総合
案内、市民サービスセンター、
総合体育館、スポーツ課、ライ
フデザインセンターにある申込

市民プール
第 2期水泳教室

教室名 曜日 時間 対象 定員 抽選日時
1

成人
月

10:30 ～ 11:30
成人の男女

30 人

9:00

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
月
24
日（
日
）

2 火
20 人

3 金 20:00 ～ 21:00

4
ヘルシー

水
10:30 ～ 11:30 成人の男女 20 人 9:20

5 金
6 マスターズ 火 10:30 ～ 11:30 成人の男女 10 人 9:20

7
アクアビクス

火 13:30 ～ 14:30
女性 35 人 9:40

8 土 19:00 ～ 20:00

9 親子 土 10:30 ～ 11:30
幼児と保護者

※備考参照
25 組
50 人

10:00

10

幼児

月

16:00 ～ 17:00

　 平成 21 年
　 　4 月 2 日～
　 平成 24 年
　　 4 月１日に
　  生まれた方

30 人

10:15

11 火 10:30

12 水 10:45

13 金 11:00

14 土 14:30 ～ 15:30 11:15

15

ミックス

月

17:00 ～ 18:00
　 幼児（年中 ･
　 年長向き）

と
　 小学生（低学
　 年向き）

45 人

11:35

16 火 13:00

17 水 13:25

18 金 13:50

19 土 15:30 ～ 16:30 14:15

20 土 16:30 ～ 17:30 14:40

21

小学生

月

18:00 ～ 19:00
小学生 45 人

15:05

22 火 15:30

23 水 15:55

24 金 16:20

25 土 17:30 ～ 18:30 16:45

書（市ウェブサイトからもダウ
ンロード可）に記入し、4 月 15
日～ 5 月 18 日にいずれかの窓
口または〒 509-0143 鵜沼小伊
木町 4-300、市民プールに郵送、
または　 058-370-6507（要送付
確認）
備考　 ▽費用は抽選後、当日納
入 ▽ 受講料の返金不可 ▽親子教
室は、オムツのとれた幼児（未
就学児）と保護者が対象 ▽小学
生・幼児・ミックス教室は、保
護者が申込 ▽抽選日は印鑑・受
講料を持参し、抽選 10 分前ま
でに来場 ▽教室の途中変更不可

▽ 妊婦の申込不可 ▽教室前後の
遊泳無料。ただし幼児は保護者
同伴 ▽定員に満たない教室は追
加募集あり
詳細　市民プール☎ 058-370-6
506

第 2 期水泳教室一覧

FAX

期間　5 ～ 9 月の第 3 日曜日　
10:00 ～ 12:00（全 5 回）
場所　中央図書館 3 階創作室

（那加門前町 3）
対象　障がいのある方で、アー
トに関心のある方
定員　20 人（選考）
内容　絵画、陶芸などの平面と
立体の作品づくりの体験
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1126　 058-389-3353

障がい者アート
体験講座

使用期間　5 月 1 日～平成 28 年
3 月 31 日
農園名と区画数　 ▽ 前洞新町＝
3 ▽ 蘇原希望＝ 4 ▽ 鵜沼朝日東
＝ 24 ▽鵜沼朝日西＝ 16 ▽鵜沼
南町＝ 5（1 世帯につき 1 区画、
抽選）
区画面積　1 区画約 30 ㎡
対象　農地を所有して
いない、または耕作し
ていない市内在住の方
で、市税を完納してい
る方
費用　年間 5000 円
備考　 ▽毎年更新で 4 回まで更
新可 ▽ 空き区画の利用申込は、
5 月 1 日～ 12 月まで随時受付

（申込順）
申込と詳細　印鑑を持参し、4 月
16 日　8:30 ～ 22 日（土日除く）
に農政課☎ 058-383-1129

市民農園の
利用者募集

　さまざまな講座を受講し、研
修旅行、キムチ作りを行います。
対象　市内在住の方
費用　500 円（年会費）
詳細　女性会議・永井☎ 090-
2136-4977

参加しませんか？
女性会議

口座振替の申込　預貯金口座の
ある市指定の金融機関へお申し
込みください。ただし保育料・学
童保育料、住宅使用料、下水道事
業受益者負担金については、ゆ
うちょ銀行は利用できません。
振替口座の変更　取扱金融機関
や引き落し口座、口座名義人を
変える場合は、「新規」として
お申し込みください。
口座振替の廃止　口座振替の必
要がなくなった場合や、口座を
解約するときは、ご利用の金融
機関で廃止手続きが必要です。
口座振替の開始など　口座振替
は、申込月の翌々月以降の月末
納期分から開始・変更・廃止と
なります。
備考　残高不足で口座振替がで
きなかった場合は、金融機関な
どで直接納めていただくことに
なりますので、納期限日の前日
までに通帳残高の確認をお願い
します。保険料の年金天引きな
ど、口座振替を利用できない場
合もあります。市税と国民健康
保 険 料 は「口座振替はがき」に
よる申し込みができます（ゆう
ちょ銀行は申し込みできません）。
詳細　 ▽市税＝税務課☎ 058-3
83-4703 ▽ 国民健康保険料＝医
療保険課☎ 058-383-1112 ▽ 後
期高齢者医療保険料＝医療保険
課☎ 058-383-1128 ▽ 保育料＝
子育て支援課☎ 058-383-1154

▽学童保育料＝子育て支援課☎
058-383-1555 ▽ 水道料金・下
水道使用料＝水道料金事務セン
ター☎ 058-389-0051 ▽ 介護保
険料＝介護保険課☎ 058-383-
1778 ▽ 岐阜中流用水使用料＝
農政課☎ 058-383-1129 ▽ 下水
道事業受益者負担金＝下水道課
☎ 058-383-7114 ▽ 住宅使用料
＝建築指導課☎ 058-383-1482

市税などの納付は
便利な口座振替で

　長野県諏訪市にある「守屋山
(1651m)」に登ります。
日時　5月24 日（日）　6:00 中央
図書館北集合、19:00 帰着予定
対象　約 5 時間の山岳歩行がで
きる方
定員　70 人（申込順）
費 用　5000 円（返信はがきに
記載の口座へ振込。別途、振込
手数料が必要）
持参品　かっぱ、防寒着、タオ
ル、昼食、非常食、飲料水
備考　 ▽速乾性の衣類・トレッ
キングシューズ着用 ▽ 地図は
1/25000「辰野」を使用
申 込 と 詳 細　4 月 28 日（必着）
までに、往復はがきに申込者全
員の ｢ 住所、氏名、性別、年齢、
電話番号 ｣ と返信先を明記し、
〒 504-8555 那加桜町 1-69、市
役所スポーツ課☎ 058-383-1231

日本展望山 100 山
市民登山大会

日時　5 月 1 日（金）　13:30 ～
14:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　65 歳未満の障がい者（身
体・知的・精神）の方や家族
内容　主に布をたたむ軽作業
申込と詳細　地域活動支援セン
ター・ザールせいすい☎ 058-2
35-6080

障がい者就労体験・
就労相談

　「第 6 期かかみ
がはら高齢者総合
プラン」の整備計
画 に よ り、 平 成
29 年 度 ま で の 介
護老人福祉施設の
整備運営事業者を
募集しています。
募集施設と数　

△

特別養護老人
ホーム＝ 1

△

認知症対応型共同
生活介護＝ 2

△

定期巡回・随時
対応型訪問介護看護＝ 1

△

看護
小規模多機能型居宅介護＝ 1
備考　詳細は市ウェブサイトを
ご覧ください
詳 細　高齢福祉課☎ 058-383-
2067

介護保険施設の
事業者募集

FAX
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

【移転補償・土地の買い入れ】
　岐阜基地周辺の一定区域を対
象に、建物などの移転補償およ
び土地の買い入れを実施してい
ます。ご希望の方は、希望届を
提出してください。
　なお、建物などの移転補償を
受けた方で、移転対象区域に農
地などがあり、買い入れを希望
する場合は、希望届の受け付け
には期限があります。下記へお
問い合わせください。
備考　 ▽ 希望届は市役所総務
課にあります ▽ 対象区域など
は東海防衛支局ウェブサイト

（http://www.mod.go.jp/rdb/
tokai/）または、下記へお問い
合わせください

【空気調和機器などの復旧工事】
　住宅防音工事で設置した機器
や、防音サッシに不具合が生じて
いる場合に取り替えができます。
対象　

△

平 成 17 年 3 月 31 日
までに設置した冷暖房機、換気
扇、レンジ扇（事業費の１割を
負担）

△

第Ⅰ工法区域の住宅で、
平成 17 年 3 月 31 日までに設
置した防音サッシ

△

第Ⅱ工法区
域の住宅で、昭和 61 年 3 月 31
日までに設置した防音サッシ
備考　 ▽ 希望届は市役所総務
課、稲羽・鵜沼市民サービスセ
ンター、青年館にあるほか、東
海防衛支局ウェブサイトからも
印刷できます ▽ 住宅防音工事を
希望する方も随時受け付けます

【共通事項】
申込と詳細　希望届を郵送で、
〒 460-0001 名古屋市中区三の
丸 2-2-1、東海防衛支局防音対
策課☎ 052-952-8226

防衛省からの
お知らせ

　岐阜基地では、毎週火曜日
に（天候などで延期する場合あ
り）、夜間飛行訓練を実施してい
ます。騒音によりご迷惑をおか
けしますが、ご理解ください。
時間（予定）　 ▽夏季＝ 18:00 ～
21:00 ▽その他＝ 17:30 ～ 20:00
詳細　航空自衛隊岐阜基地渉外
室☎ 058-382-1101

岐阜基地
夜間飛行訓練

　建築物がある敷地内で、道路
に接している部分を緑化する場
合に、補助金を交付します。
対象　敷地の境界から 5m 以内
の生け垣、樹木、芝などでの緑
化事業
補助額　原則市で定める標準事
業費の 1/2（上限 10 万円）
詳 細　河川公園課☎ 058-383-
1531

ご利用ください
接道緑化補助制度

　県子育て家庭応
援キャンペーン事
業「ぎふっこカー
ド」が更新されま
した。カードを持っ
て協賛店舗へ行けば、商品代金
の割引などが受けられます。
配布場所　子育て支援課、市民
サービスセンター、子ども館
対象　県内に在住の 18 歳未満
の子どもがいる世帯、妊娠中の
方がいる世帯
持参品　子どもの保険証および
母子健康手帳など
備考　新しいカードを配布しま
す。古いカードは各自で破棄し
てください
詳細　子育て支援課☎ 058-383-
1555

「ぎふっこカード」を
配布

　子どもが好きな先輩
ママさんが、産後のマ
マの育児や家事を手伝
います。利用には、事
前の登録が必要です。
利用時間　8:00 ～ 17:00
のうち、2 時間以内
対象　およそ生後 3 カ月までの
乳児のいる家庭
サポート内容　

△

育児支援＝授
乳・おむつ交換・沐浴の手伝い・
兄姉のお世話など

△

家事支援＝
掃除・洗濯・買い物など
費 用　

△

平日＝ 1 時間 700 円△

土・日・祝日＝ 1 時間 900 円
申込と詳細　社会福祉協議会☎
058-383-7610

産後お助け隊事業
がスタート

　春先は、空気が乾燥し風が強
いため、山火事の起こりやすい
季節です。火の取り扱いには十
分注意しましょう。
詳細　農政課☎ 058-383-1129　生ごみの水切りをすれば、ご

みの減量ができます。
【生ごみの水切り効果】△

生ごみの重量が軽くなり、ご
み出しが楽になる

△

嫌な臭いが
減って、ごみステーションの環
境も改善

△

水分が減り、ごみ焼
却施設の燃焼効率も向上

【水切りのポイント】△

野菜の葉や芯などの捨てる部
分は、洗う前に切り落とす

△

三
角コーナーの生ごみは放置し
て、水切りをする

△

水切りネッ
トの生ごみをひと絞りする
詳 細　環境政策課☎ 058-383-
4230

県山火事予防運動
実施中

生ごみの減量を
しましょう

　「かかみがはらシティマラソ
ン 2015」の各部門 1 ～ 3 位の
皆さんです（敬称略）。
ハーフ 一般男子　

△

１部（49 歳
以下）＝①渡邉祐二②西尾修一
③巌和隆

△

２部（50 歳以上）＝
①横井達治②作田紳二③森謙治
ハーフ一般女子　

△

3 部（39 歳
以下）＝①河野まゆ②竹田佳世
子③石黒恵

△

4 部（40 歳以上）
＝①中山いずみ②福沢久美子③
仙石十三子
10km 男子　 ▽ 5 部（49 歳以下）
＝①飯田幸希②大坪翔③青山尚
大 ▽ 6 部（50 歳以上）＝①柘
植孝之②尾下桂③土岡直樹
10km 女子　 ▽ 7 部（39 歳以下）
＝①五島汐梨②安積祐花③伊奈
佑真 ▽ 8 部（40 歳以上）＝①浅野
朝子②石原領子③杉岡泉
3km 中学生男子　 ▽ 9 部＝①竹
内啓一郎②金村淳矢③肥田健跳
3km 中学生女子　 ▽ 10 部＝①
野村優衣②下山彩乃③伊藤優希
詳細　スポーツ課☎ 058-383-12
31

シティマラソン
2015 結果

　市地域職業相談室（シティハ
ローワーク各務原）は、市とハ
ローワーク岐阜が共同運営して
います。
利用時間　8:30 ～ 17:00（土・日・
祝日、年末年始は除く）
場所　東亜町会館 1 階（那加東
亜町）
業務内容　 ▽求人情報の閲覧 ▽

職業相談・職業紹介 ▽ミニセミ
ナーの開催 ▽求人の申し込み
備考　 ▽離職票の交付、雇用保
険の受給手続きなどはハロー
ワーク岐阜をご利用ください ▽

相談室利用時、および相談室か
ら職業紹介を受けた事業所の
面接時に託児サービスが利用
できます（利用時間は 9:00 ～
16:00。3 時間未満は無料）。利
用は前日までにシルバー人材セ
ンター☎ 058-371-2300 へ
詳細　シティハローワーク各務
原 058-371-3335

託児支援を拡充 !
シティハローワーク

所在　那加新加納町字村内（新
加納土地区画整理地内）4 区画
備考　詳細は（公社）県都市整
備協会ウェブサイト http://gifu
toshi.or.jp をご確認ください
詳細　（公社）県都市整備協会内
新加納土地区画整理組合☎ 058-
274-0080

保留地（住宅用地）
分譲中

テクノプラザ
CAD研修

【SolidWorks 入門】
期日　4 月 23 日（木）
費用　3600 円

【AutoCAD LT 入門】
期日　4 月 24 日（金）
費用　3600 円

【SolidWorks 基礎】
期間　5 月 11 日～ 12 日（2 日間）
費用　2 万 160 円
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 05
8-379-6370

【救命入門コース】
日時　5 月 17 日（日）　9:00 ～
10:30
内容　心肺蘇生法、AED
持参品　筆記用具、飲料水

【救命入門コース・e ラーニン
グ修了者用追加講習】
日時　5 月 17 日（日）　13:00 ～
15:00
対象　成人
内容　心肺蘇生法、AED、気道
異物への対応
持参品　筆記用具、飲料水

【上級救命講習】
日時　5 月 24 日（日）　9:00 ～
17:00
持参品　筆記用具、飲料水、昼食
備考　5 人未満は中止になる場
合があります

【共通事項】
場所　消防本部
研修室（那加桜
町1）
対象　市内在住
または在勤の方
定員　20 人（申込順）
備考　修了証を発行します
申込と詳細　開催日 2 日前まで
に救急指令課☎ 058-382-3596

受けよう !
救命講習

　再利用できる物の情報を登録
し、希望者に無償で提供する不
用品交換銀行を行っています。

【使ってください】

▽ 2 段ベッド ▽学習机（机のみ）

▽ベビーバス

△

スノーボードの板
【さがしています】

▽蚊帳 ▽ベビーカー ▽火鉢 ▽カ
ラープリンター
備考　3 月 24 日現在の状況
詳細　環 境 政 策 課 ☎ 058-383-
4230

登録はお電話で
不用品交換銀行

　登録すると、毎年 2 月開催の
シニア文化祭に参加できます。
対象　 ▽趣味を同じくする高齢
者主体のグループ ▽ 市内在住・
在勤者で組織された、8 人以上
のグループ ▽ クラブ員の 2/3 以
上が 60 歳以上 ▽ 年間の活動計
画を立てて、計画的かつ継続的
に活動するグループ ▽政治活動
や宗教活動に偏らず、営利を目
的としない ▽クラブの代表者は
60 歳以上であること
申込と詳細　高齢福祉課☎ 05
8-383-1779

高齢者趣味の
クラブに登録を
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

健診などに駐車料を補助

　健診時などに総合福祉会館
周辺の市の有料駐車場を利用
し、3 時間を超えた方に駐車
補助券をお渡しします。
対象となる健診など　広報紙
の記事の備考欄に記載　
申込と詳細　母子健康手帳と
駐車場入口で受け取った駐
車券を持参し、健康管理課☎
058-383-1116

医療機関 医療機関 詳細

休日に
急病のとき

5 月の休日急病診療所
☎ 058-383-9151（時間内）

那加桜町 2、総合福祉会館内／ 3 日（祝・日）・4 日（祝・月）・5 日（祝・
火）・5 月 6 日（振休・水）・10 日（日）・17 日（日）・24 日（日）・
31 日（日）いずれも 9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 15:30 ／内科・小児科

5 月の歯科救急当番

5 月 3 日（日）／内田歯科医院☎ 0586-89-6581 ／川島松原町
5 月 4 日（祝）／うの歯科☎ 058-382-0753 ／那加本町
5 月 5 日（祝）／大栗歯科医院☎ 058-370-0184 ／鵜沼小伊木町 2
5 月 6 日（振休）／太田歯科☎ 058-384-6666 ／緑苑南 3
5 月 10 日（日）／大野歯科クリニック☎ 058-384-8855 ／鵜沼東町 2
5 月 17 日（日）／おおはし歯科クリニック☎ 058-383-8317／蘇原野口町 3
5 月 24 日（日）／恩田歯科☎ 058-389-0053 ／尾崎北町 7
5 月 31 日（日）／加藤歯科医院☎ 058-382-0650 ／那加東那加町
いずれも 9:00 ～ 15:00（開設日の診療時間中のみ）

夜間に
お子さんが
急病のとき

小児夜間急病センター
☎ 058-251-1101

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／月～土曜日（祝日を除く）
19:30 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／小児科（対象は 15 歳以下）

岐阜市休日急病センター
☎ 058-253-7277（時間内）

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／日曜日・休日・年末年始
19:00 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／内科・小児科

小児急病センター
☎ 058-246-1111

岐阜市野一色 4-6-1（岐阜県総合医療センター救急外来）
小児科（対象は 15 歳以下）

電話で案内 救急医療情報センター
☎ 058-382-3799

年中無休 24 時間対応。症状に応じて医療機関を電話で案内します。
情報提供後、マイカーなどで受診してください。

受診の際は、保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医療費受給者証、健康手帳などを持参してください。

休日や夜間などの
急病のときは

期日　5 月 21 日（木）
受付時間　9:20 ～ 10:00
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　平成 25 年 5 月の出生児
内容　ブラッシング指導、幼児
期の食事・栄養・育児などの相談
持参品　子どもの歯ブラシ、コッ
プ、タオル、母子健康手帳、歯
の健康手帳、2 歳児歯科教室問
診票（記入してお持ちください）
備考　駐車料補助あり
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1116

2 歳児歯科教室

日時　 ▽ 5 月 1 日（金）＝那加・
稲羽・川島・蘇原地区在住の方

▽ 5 月 8 日（金）＝ 鵜 沼 地 区 在
住の方　いずれも 9:30 ～ 11:00
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
備考　 ▽事前に予約が必要です

▽駐車料補助あり
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1116

ことばの相談

日時 　5 月 28 日（木）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　乳幼児
内容　身体計測、育児相談
持参品　母子健康手帳
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1116

のびのび測定

　お気軽にご相談ください。
期日　5 月 19 日（火）
受付時間　9:30 ～ 10:30 
場所　鵜沼福祉センター（鵜沼
羽場町 1）
内容　生活習慣病予防などの健
康相談、血圧測定、尿検査、栄
養相談
持参品　健康手帳
備考　事前予約が必要です
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1116

成人健康相談

【マタニティー広場 1】
日時　5 月 27 日（水）　9:30 ～
11:30
対象　分娩予定日が平成 27 年
9 月～ 10 月の妊婦
内容　参加者同士の交流、妊娠
中の体の変化・栄養、歯の健康
持参品　母子健康手帳、筆記用
具、電卓

【マタニティー広場 3】
日時　5 月 22 日（金）　9:30 ～
11:30
対象　分娩予定日が平成 27 年
7 月～ 8 月の妊婦
内容　赤ちゃんのお世話体験、
先輩親子との交流、子ども館の
紹介
持 参 品　母子健
康手帳、筆記用
具、マタニティー
広場 1 で配布し
た資料（持って
いる人のみ）

【共通事項】
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
備考　 ▽夫の参加も可 ▽動きやす
い服装で参加 ▽駐車料補助あり
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1116

マタニティー広場

　日中どこかに通ってみたい、誰
かと話したいなど楽しいひと時
を過ごしたい方はご相談くださ
い。事前に書類申請が必要です。
日時　毎月第 1 金曜日　10:00 ～
11:30
場所　総合福祉会館（那加桜町
2）ほか
対象　市内在住で精神科病院に
通院している方
内容　外出、調理、茶話会など
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1126

精神障がい者
グループワーク

日時　5 月 14 日（木）　13:30 ～
14:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
備考　予約制です
申込と詳細　岐阜保健所健康増
進課☎ 058-380-3004

精神科医による
こころの健康相談

参加しませんか
通学路見まもり隊

　小中学生の登下校時間を中心
に、不審者から子どもたちを守
るボランティア活動です。
　「できるときに　できること
を　楽しみながら」が合言葉。
あいさつや声かけを通して、ふ
れあいを深めてみませんか。地
域の力で子どもたちを守り育て
ましょう。
申込と詳細　稲羽コミュニティ
センター・蘇原コミュニティセ
ンター・鵜沼市民サービスセン
ターの青少年教育指導員または
青少年教育課☎ 058-383-1484

放課後子ども教室
ボランティア募集

　放課後子ども教室は、地域の
大人と子どもたちがふれあい、
心豊かでたくましい子どもを社
会全体で育む事業です。
　放課後の１時間、各校区の小
学校の施設で、昔あそびや工作、
軽スポーツなどをします。特別
な資格などは必要ありません。
あなたも、ふれあいボランティ
アとして活動しませんか。
申込と詳細　青少年教育課☎ 0
58-383-1484

　県下の保険医協会会員の歯科
医師が、無料で相談に応じます。
日時　4 月 19 日（日）　10:00 ～
15:00
申込と詳細　上記時間中に、県
保険医協会☎ 058-267-0711

歯のなんでも
電話相談

平成 27 年 3 月 30 日現在

交通事故発生状況
前年比

人身事故 147 件 － 3 件
死者 1 人 0 人
負傷者 188 人 － 10 人
物損事故 1253 件 56 件

【日商簿記】
期日　6 月 14 日（日）
場所　那加福祉センター（那加
雲雀町）
費用　1 級 7710 円、2 級 4630
円、3 級 2570 円、4 級 1640 円
申込期間　4 月 20 日～ 5 月 15 日

【ビジネス実務法務】
期日　7 月 5 日（日）
場所　産業文化センター（那加
桜町 2）
費用　2 級 6480 円、3 級 4320 円
申込期間　4 月 21 日～ 5 月 22 日

【福祉住環境コーディネーター】
期日　7 月 12 日（日）
場所　産業文化センター
費用　2 級 6480 円、3 級 4320 円
申込期間　4月28 日～ 5月29 日

【共通事項】
詳細　各務原商工会議所☎ 05
8-382-7101

商工会議所
検定試験

　 お い し い 料 理 と
健 康 に 役 立 つ 話 が
盛りだくさん。お友
達を誘って、お気軽
にご参加ください。
日時　 ▽講義＝ 6 月 25 日・8 月
27 日・2 月 25 日　いずれも木
曜日　10:00 ～ 12:00 ▽ 講義と実
習＝ 7 月 23 日・9 月 24 日・10
月 22 日・11 月 26 日・1 月 28
日　いずれも木曜日　10:00 ～
15:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　市内在住の女性
定員　30 人（申込順）
内容　簡単なお話と調理実習
費用　4100 円（調理実習材料
代 5 回分、テキスト代 1600 円）
申込と詳細　5 月 11 日～ 15 日
に費用を持参し、健康管理課☎
058-383-7570

健康に役立つ
栄養教室
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カルチャー カルチャー

A
R
T 気軽にお越しください

中央図書館 3 階市民ギャラリー

■よしみ会作品展
期間　4 月 17 日 ～ 19 日　9:00 ～ 17:00（17 日 は
11:00 ～、19 日は 14:00 まで）
詳細　よしみ会・藤井☎ 090-4110-0209
■第 24 回山水会水彩画作品展
期 間　4 月 21 日 ～ 26 日　9:00 ～ 17:00（21 日 は
11:00 ～、26 日は 16:00 まで）
詳細　山水会・髙橋☎ 058-383-6130
■第 5 回青画会展
期間　5 月 1 日～ 6 日　9:00 ～ 16:00（6 日は 15:00
まで）
詳細　青画会・青木☎ 058-383-0985

〒 509-0132 鵜沼西町 1-116-3
㊡月曜日

　中山道鵜沼宿で、恒例の将
棋教室を開催します。今年は、
入門編と応用編の 2 回を実施
し、駒の動かし方や勝ち方の
コツなどを学びます。
日時　 ▽ 入門編 =5 月 16 日・23 日・30 日、6 月 6
日・13 日・20 日・27 日　 い ず れ も 土 曜 日　9:00
～ 10:30 ▽応用編 = 8 月から開催予定
場所　中山道鵜沼宿町屋館離れ（鵜沼西町 1）
対象　小・中学生
定員　16 人（申込順）
費用　1500 円（初回支払い）
申込　4 月 20 日～ 5 月 5 日に電話または直接、歴
史民俗資料館

C
U
LT
U
R
E

各務原歴史民俗資料館
☎ 058-379-5055

礼儀作法から勝ち方のコツまで学べる！
中山道鵜沼宿「子ども将棋教室」

中央図書館
☎ 058-383-1122

K
ID
S 童話作家から教えてもらえる！

「楽しい童話教室」

　童話を書くことは自分を見つめることにもつなが
ります。あなたも童話を作ることで新たな自分を発
見してみませんか。
日時　5 月 16 日、6 月 13 日、7 月 11 日、8 月 8 日、
9 月 12 日、10 月 10 日、11 月 14 日、
12 月 12 日　いずれも土曜日   9:30
～ 11:30（全 8 回）
場所　中央図書館 4 階  第 1 研修室
対象　小学校高学年以上
定員　20 人（申込順）
申込　4 月 15 日～市内図書館に設置、または市ウェ
ブサイトでダウンロードした申込書を、直接市内図
書館、または　 058-371-1145FAX

B
O
O
K 思ったまま書き、自分を見つめる

「エッセイ教室」

　構えない言葉で表現する、ぶっつけ本番の短期決
戦講座です！フォトエッセイも書けます。
日時　5 月 23 日、6 月 27 日、7 月 25 日　いずれも
土曜日　9:30 ～ 11:30（全 3 回）
場所　中央図書館 4 階会議室
対象　中学生以上
定員　10 人（申込順）
申込　4 月 15 日～市内図書館に設置、または市ウェ
ブサイトでダウンロードした申込書を、直接市内図
書館、または　 058-371-1145FAX

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 4/20・27・30、5/7・8・11・12・15・18・25

B
O
O
K あなたのまちへ図書館がやってくる

5 月の移動図書館車さつき号

期日 場所・時間（滞在時間は 30 分・※は 40 分）

1日
（金）

真墨田神社（9:40 ～）、貞照寺（10:30 ～）、加佐美神
社（13:40 ～）、おがせ公園（14:30 ～）

6 日
（水）

つつじが丘ふれあいセンター①（9:40 ～）、鵜沼台
中央公園（10:30 ～）、尾崎市民サービスセンター
前（13:40 ～）、桐野町ふれあいセンター※（14:20 ～）

13 日
（水）

清住町公民館（9:40 ～）、月丘団地西側（10:30 ～）、
JA 西市場跡地（13:40 ～）、尾崎公園※（14:20 ～）

14 日
（木）

鵜沼東福祉センター（9:40 ～）、新鵜沼台コミュニ
ティセンター①※（10:20 ～）、稲羽東福祉センター

（13:40～）、東ライフデザインセンター①※（14:20 ～）

19 日
（火）

川島笠田町公民館（9:40 ～）、川島市民サービス
センター西駐車場※（10:20 ～）、大佐野町公民館

（13:40 ～）、三井山官舎①※（14:20 ～）

20 日
（水）

東山ニュータウンふれあい集会所（9:40 ～）、三ツ池町
３丁目（ヴァンデュール各務原前）（10:30 ～）、成清
町公民館（13:40 ～）、稲羽西福祉センター ※（14:20 ～）

21 日
（木）

稲羽地区体育館（9:30 ～）、琴が丘ふれあい会館
※（10:20 ～）、丸子町ふれあいセンター（13:40 ～）、
鵜沼福祉センター（14:30 ～）

22 日
（金）

弓道場（9:30 ～）、松が丘松田公園※（10:20 ～）、
つつじが丘ふれあいセンター②※（13:40 ～）、中
山道鵜沼宿駐車場（14:30 ～）

26 日
（火）

那加地区体育館（9:30 ～）、出前図書館（依頼募集
中）、柿沢ふれあいセンター　（14:30 ～）

27 日
（水）

山の前公民館（9:30 ～）、東ライフデザインセンター②
※（10:20 ～）、各務原区コミュニティセンター（13:30
～）、新鵜沼台コミュニティセンター②※（14:20 ～）

28 日
（木）

三 井 山 官 舎 ② ※（9:40 ～）、 稲 羽 ふ れ あ い セ ン
ター（10:30 ～）、そはらふれあいセンターそらー
ら（13:40 ～）、各務福祉センター（14:30 ～）

29 日
（金）

大伊木町ふれあいセンター（9:40 ～）、鵜沼南町会
館（10:30 ～）、大野町公民館（13:30 ～）、慈光園
※（14:20 ～）

　移動図書館「さつき号」は、最大 3000 冊の本を
載せて、市内 42 カ所のステーションを月に 1 回ま
たは 2 回巡回します。
　貸出に必要な利用カードはその場で発行。1 人
30 冊まで約 1 カ月間借りるこ
とができます。ぜひ一度、お近
くのステーションまでお越しく
ださい。

■中央図書館　「子どもの本展」「おしゃれさんの本
展」「だいすきおかあさん !! 本展」＝ 5 月 14 日まで
■川島ほんの家　「素敵な場所に、さぁ行こう！」
＝ 5 月 14 日まで
■中央ライフデザインセンター図書室　「子育てマ
マを応援」＝ 6 月 4 日まで
■もりの本やさん　「学校のおはなし」「新生活を応
援する本」「親子・夫婦・家族の本」＝ 5 月 14 日
まで

B
O
O
K 旬の本、話題の本を紹介します

図書館展示コーナー

☎ 058-370-7175

K
ID
S 「みんなで作ろう！夢のこいのぼり」と

「ぐりとぐら撮影会」

もりの本やさん

〒 509-0111 鵜沼字石山　日本ラインうぬまの森内
㊡ 4/20・27・30、5/7・8・11・12・15・18・25

■みんなで作ろう！夢のこいのぼり
　うろこ形のカードに「将来、何になりたいか」を書
いてね。みんなでジャンボこいのぼりを完成させよう！
期間　4 月 18 日～ 5 月 5 日
■ぐりとぐらになって写真を撮ろう
　絵本「ぐりとぐら」の青色と赤色の帽子をかぶっ
て写真撮影ができます。
期間　4 月 23 日～ 5 月 10 日　
備考　カメラと撮影は各自でお願いします

〒 504-8555 那加桜町 1-69
㊡土・日曜日、祝日

☎ 058-383-1042

M
U
S
IC 河川環境楽園夏フェス

OUR FAVORITE THINGS 2015

ブランド創造課

　今年も全国の「夏フェス」の先陣を切るイベント
として、「市の活力」を全国へと発信します。先行
販売分のチケットは特典付ですので、お早目にご購
入ください。
日時　7 月 12 日（日）　12:30 ～ 20:30（予定）
場所　河川環境楽園（川島笠田町）
費用　前売 3000 円、当日券 4000 円
出演者　スチャダラパー、シャムキャッツ、JINTANA
＆ EMERALDS、DJ MOTIVE-sarcastic majesty-live 
set ほか
販売所　 ▽ 先行販売 =4 月 15 日～ e ＋（イープラ
ス）ファミリーマート限定 ▽ 一般販売 =5 月 1 日～
ブランド創造課（産業文化センター 6 階）、市民会館、
e ＋（イープラス）ほか
備考　途中退場・再入場可

K
ID
S

　絵本作りや好きな本の発表、文章の書き方や辞書
の引き方などを楽しく学んでみませんか。　
日 時　5 月 31 日、6 月 28 日、7 月 26 日、8 月 23
日　いずれも日曜日　10:00 ～ 11:30（全 4 回）
場所　中央図書館 4 階  第 1 研修室
対象　小学 2 ～ 4 年生
定員　10 人（申込順）
費用　500 円（材料費）
申込　4 月 21 日～市内図書館に設
置、または市ウェブサイトでダウン
ロードした申込書を、直接市内図書館、または　 
058-371-1145

本や図書館が好きな子集まれ
「小学生のためのおもろい作文教室」

FAX
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カルチャー カルチャー

〒 504-0924 下切町 5-1
㊡火曜日

■フライトシミュレーション体験
日時　4 月 19 日（日）　10:00 ～ 16:00
対象　小学生以上の子どもと保護者
定員　30 組（申込順）
費用　300 円（別途入館料が必要）
■ペンシル水ロケット製作教室
日時　4 月 26 日（日）、5 月 3 日（祝・日）・4 日（祝・月）
① 11:00 ～② 14:00 ～　

K
ID
S 休日やゴールデンウィークは

博物館で過ごしませんか ?

かかみがはら航空宇宙科学博物館
☎ 058-386-8500

C
U
LT
U
R
E

　チョコ味と紅茶味、子どもの
好きなメロンパンを 2 種類作り
ます。パンの発酵を待つ間には、
わらびもちを作ります。どちら
も試食とお持ち帰り（2 ～ 3 人
分）ができます。
日時　5 月 16 日（土）　14:00 ～ 16:00
場所　中央ライフデザインセンター
対象　高校生までの子どものいる方
定員　16 人（抽選）
講師　中島美恵子・コロンビアクッキングスクール
費用　800 円（受講料 300 円、材料費 500 円）
備考　お子さんの同伴も可（料理中は託児）
申 込　5 月 1 日（ 必 着 ） ま で に、「 講 座 名、 参 加
者の氏名、住所、電話番号、お子さんを同伴され
る方は氏名、学年または年齢」を明記し、メール
chuolife@city.kakamigahara.gifu.jp か往復はがきで
中央ライフデザインセンター（窓口申込の場合は、
はがき 1 枚持参）

子育てママの料理講座
「おやつにピッタリ！手作りメロンパン」

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日

　目の前でさばいた旬のカツオで、家庭でもおいし
くできる鰹のタタキ作りに挑戦しませんか。カツオ
のアラで作った潮汁と一緒に試食もします。市場で
勤務経験のある板前さんから、魚の豆知識もいろい
ろ教えてもらいましょう。
日時　5 月24 日（日）　11:00 ～ 14:00
場所　中央ライフデザインセンター
対象　成人
定員　24 人（夫婦での申込を優先し、抽選）
講師　國井真澄・板前割烹くに井店主
費用　1 人 900 円（受講料 300 円、材料費 600 円）
申込　5 月 8 日（必着）までに「講座名、参加者
全員の氏名、住所、電話番号」を明記し、メール
chuolife@city.kakamigahara.gifu.jp か往復はがきで
中央ライフデザインセンター（窓口申込の場合は、
はがき 1 枚持参）

C
U
LT
U
R
E

夫婦でチャレンジ ! 講座
「鰹のタタキに挑戦！」

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

〒 509-0143 鵜沼小伊木町 4-213
㊡月曜日、祝日

N
A
TU
R
E

春の星座、月、二重星を観察しよう！
出張天体観察会

日時　4 月 25 日（土）　19:30 ～ 20:30
場所　各務小学校運動場（各務おがせ町 4）
備考　雨天、曇天の場合は中止

N
A
TU
R
E

日程　 ▽ 5 月 17 日（日）= 畝
うね

作りと苗植え ▽ 7 月 26
日（日）= 草引き、水やり、学習交流会 ▽ 11 月 1 日（日）
= 収穫、おやつ作り 9:15 ～ 13:30（全 3 回・雨天決行）
対象　市内の小学 2 ～ 6 年生で 3回とも参加できる方
定員　30 人（抽選）
費用　1100 円（3 回分）
申込　5 月 1 日（必着）までに、「郵便番号、住所、
電話番号、氏名、ふりがな、性別、年齢（5 月 17
日現在）、学校名、学年、保護者名、キャンセル待
ちをするか否か」を明記し、はがきで少年自然の家

「めざせ！さつまいも博士」係
備考　 ▽ 応募は 1 人 1 口、兄弟・姉妹のみ連名申
込可 ▽友人と当落を共にする場合はその旨を明記 ▽

結果は締め切り後、1 週間以内に郵送で連絡

子どもふれあい体験 3 回シリーズ
「めざせ ! さつまいも博士」

少年自然の家
☎ 058-370-5280

N
A
TU
R
E

挑戦！伊木山フィールドワーク＆野外
テント泊　ファミリー宿泊デー①

日時　　5月23 日（土）　10:00 ～ 24 日（日）　14:00 （1
泊 2 日 4 食付）
対象　年中～大学生の子どもを含む 2 人以上の家族

（年少児以下の参加は不可）
内容　テント泊、伊木山フィールドワーク、キャンプ
ファイヤー、マスつかみ、野外炊事、読み聞かせ ほか
定員　20 家族（抽選）
費用　大人 3400 円、子ども 2850 円
申込　5 月 1 日（必着）までに「郵便番号、住所、
代表者氏名、電話番号、参加人数、申込者全員の名前、
ふりがな、年齢 (5 月 23 日現在 )、性別、生年月日」
とキャンセル待ちをするか否かを明記し、はがきで
少年自然の家「ファミリー宿泊デー①」係
備考　結果は締め切り後、1 週間以内に郵送で連絡

S
TA
G
E 市民会館・文化ホールの

コンサート / イベント

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日（祝日を除く）

■各務原市民吹奏楽団　Spring Collection 2015
日時　4 月 19 日（日）　14:00 ～（開場 13:15）
場所　市民会館
費用　一般（中学生以上）800 円、小学生以下無料

（全席自由）
申込と詳細　各務原市民吹奏楽団☎ 058-382-0471
■児童合唱団かかみのキッズ　スプリングコンサー
ト 2015
日時　4 月 26 日（日）　14:00 ～（開場 13:30）
場所　市民会館
費用　前売 500 円、当日 700 円（全席自由）
申込と詳細　児童合唱団かかみのキッズ・吉川☎
090-6801-4384
■市民会館ホワイエコンサート
箏・尺八の響き～新緑の季節に寄せて～
日時　5 月 14 日（木）　13:00 ～（開場 12:30）
場所　市民会館ホワイエ（ロビー）
出演　日原暢子（箏・十七絃・二十五絃箏）、中山
優子（箏・十七絃）、佐竹舞香（箏）、加藤奏山（尺八）
演奏曲　瀬音、箏譚詩集より 「華やぎ」　ほか
定員　約 100 人（申込順）
費用　大人 300 円、中学生以下無料
備考　未就学児も入場できます
申込と詳細　電話などで、市民会館☎ 058-389-1818

対象　3 歳以上の子どもと保護者
定員　各 20 組（申込順）
費用　1 機 1000 円（別途入館料が必要）
■クレイアニメ制作体験教室
日時　5月6 日（振休・水）　① 10:30～12:00 ②13:00 ～16:00 
対象　小学生以上の子どもと保護者
費用　1 回 500 円（別途入館料が必要）

【共通事項】
申込　電話で事前申し込み可
入館料　大人 800 円、小中学生 300 円、60 歳以上
と高校生 500 円

C
U
LT
U
R
E

■座ったままで出来る、指ヨガ講座
　手だけでヨガを行う「指ヨガ」。座りながら楽しく、
身体が柔らかくなるのを体感してみませんか？
日時　5 月 26 日（火）　10:00 ～ 11:30
場所　川島ライフデザインセンター第 2 学習室
対象　成人
定員　16 人（申込順）
費用　300 円
講師　杉本えつこ・指ヨガインストラクター
持参品　飲み物
■あなたもスッキリ健康美人 整膚
　肌を引っ張ることで、脳の活性化、筋肉や内臓器官
への刺激を与え、体の中からアンチエイジングします。
日時　5 月 28 日、6 月 11 日・25 日、7 月 9 日　い
ずれも木曜日　10:00 ～ 12:00（全 4 回）
場所　川島ライフデザインセンター集会室　ほか 
対象　成人
定員　20 人（申込順）
費用　1200 円
講師　小出寿雄・ことぶき整膚院院長
持参品　手鏡・飲み物

【共通事項】
申込　4 月 21 日～電話または直接、川島ライフデ
ザインセンター

指ヨガや整膚で、楽しく
健康になりましょう！

川島ライフデザインセンター
☎ 0586-89-3686

〒 501-6025 川島河田町 1028-1
㊡月曜日、祝日
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掲載する団体・サークル
を募集中！詳しくは秘
書広報課☎ 058-383-
1111（内線 2151）

野呂京佑さん｜県内で初の快挙！小学生で日商簿記3級に合格

数字大好き！簿記の知識は一生の財産です

File № 4-15                                                 

KIDS in Kakamigahara

　

企
業
な
ど
の
経
営
管
理
に
必

要
不
可
欠
な
簿
記
。
今
年
２
月

に
行
わ
れ
た
日
本
商
工
会
議
所

の
簿
記
３
級
試
験
に
、
那
加
第

二
小
学
校
の
野
呂
京
佑
さ
ん

（
当
時
５
年
）
が
、
合
格
し
た
。

県
内
の
小
学
５
年
以
下
で
３
級

に
合
格
し
た
の
は
野
呂
さ
ん
が

初
め
て
の
快
挙
だ
。

　

野
呂
さ
ん
が
簿
記
を
始
め
た

の
は
、
小
学
４
年
の
10
月
。
両

親
の
勧
め
で
、
中
部
学
院
大
学

の
市
民
向
け
講
座
「
シ
テ
ィ
カ

レ
ッ
ジ
各
務
原
」
に
入
り
、
公

認
会
計
士
や
税
理
士
な
ど
を
目

指
す
社
会
人
ら
に
混
じ
っ
て
、

勉
強
を
始
め
た
。簿
記
と
は「
帳

簿
に
お
金
や
財
産
に
関
す
る
取

引
の
記
録
を
つ
け
る
」
こ
と
。

多
く
の
計
算
が
必
要
と
な
る
。

幼
稚
園
の
こ
ろ
か
ら
そ
ろ
ば
ん

を
習
い
、
数
字
や
勘
定
が
大
の

得
意
だ
っ
た
野
呂
さ
ん
は
「
最

後
に
合
計
が
ピ
タ
ッ
と
合
っ
た

と
き
が
気
持
ち
良
い
」
と
、
す

ぐ
に
簿
記
の
面
白
さ
に
魅
了
さ

れ
た
。

　
「
簿
記
の
勉
強
に
集
中
す
る

に
は
、
家
族
の
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
」
と
、
家
族
へ
の
感
謝
も

忘
れ
な
い
。
お
父
さ
ん
と
効
率

の
良
い
学
習
計
画
を
立
て
、
休

憩
の
仕
方
に
も
気
を
配
っ
た
。

試
験
当
日
ま
で
の
１
カ
月
は
テ

レ
ビ
を
ほ
と
ん
ど
見
ず
、
多
い

と
き
は
１
日
９
～
10
時
間
も
の

間
、
机
に
向
か
っ
た
。

　

い
よ
い
よ
試
験
当
日
。
２
時

間
の
試
験
で
、
１
０
０
点
満
点

中
、70
点
を
越
え
れ
ば
合
格
だ
。

緊
張
で
手
が
震
え
、
思
う
よ
う

に
電
卓
を
た
た
く
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
が
、
今
ま
で

の
勉
強
の
成
果
を
発
揮
し
、
見

事
合
格
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

現
在
は
、
２
級
合
格
に
向
け

て
勉
強
中
と
い
う
野
呂
さ
ん
。

「
小
学
校
で
、
習
っ
て
い
な
い

漢
字
が
出
て
く
る
の
が
一
番
困

る
」
と
苦
笑
い
。「
将
来
の
夢

は
公
認
会
計
士
に
な
る
こ
と
。

最
年
少
合
格
記
録
の
16
歳
を
塗

り
替
え
て
み
せ
ま
す
」。
そ
の

意
気
込
み
に
、
野
呂
さ
ん
の
今

後
の
活
躍
が
ま
す
ま
す
楽
し
み

に
な
っ
た
。

NORO Kyosuke
サッカーをしたり、クイズ番組を
見たりすることが好き。無類のチー
ズ好きで、夢はスイスへ行くこと。

伝統継承の会と僕の決意
中央中学校

子
育
て
講
演
会

日
時　

６
月
28
日（
日
）　

10
時

～
12
時

場
所

　
そ
は
ら
子
ど
も
館

対
象　

２
５
０
人（
要
整
理
券
）

内
容　
「
子
育
て
で 

い
ち
ば
ん

大
切
な
こ
と
」
佐
々
木
正
美
・

児
童
精
神
科
医

申
込　

▽
５
月
8
日　

９
時
～

各
子
ど
も
館
で
整
理
券
を
１
人

1
枚
配
布
▽
託
児（
定
員
40
人
・

申
込
順
）=

８
日　

９
時
～ 

そ

は
ら
子
ど
も
館
へ
直
接

ば
ぁ
ば
・
じ
ぃ
じ
と
あ
そ
ぼ
う

日
時　

▽
そ
は
ら
＝
5
月
14
日

（
木
）
▽
さ
く
ら
＝
18
日
（
月
）

▽
う
ぬ
ま
東
＝
26
日（
火
）▽
あ

さ
ひ
・
か
わ
し
ま
＝
27
日（
水
）

い
ず
れ
も
11
時
～
11
時
30
分

1
才
の
誕
生
日
を
お
祝
い
！

　

今
年
度
か
ら
、子
育
て
応
援

団
の
ば
ぁ
ば
、じ
ぃ
じ
、来
館
者
、

み
ー
ん
な
で
祝
う
誕
生
会
が
始

ま
る
よ
。市
内
在
住
の
赤
ち
ゃ

ん
に
招
待
状
を
配
布
し
ま
す
。

詳
細　

あ
さ
ひ
子
ど
も
館

あ
か
ち
ゃ
ん
あ
つ
ま
れ

日
時　

▽
か
わ
し
ま
＝
5
月
13

日（
水
）▽
あ
さ
ひ
＝
19
日（
火
）

▽
さ
く
ら
＝
20
日（
水
）▽
う
ぬ

ま
東
＝
25
日（
月
）▽
そ
は
ら
＝

26
日（
火
）
い
ず
れ
も
14
時
～

15
時

対
象　

１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者

小
学
生
チ
ェ
ス
教
室

日
時　

5
月
９
日（
土
）・
23
日

（
土
）　

い
ず
れ
も
13
時
30
分
～

15
時
30
分
（
当
日
申
込
）

場
所　

蘇
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
2
階（
蘇
原
野
口
町
１
）

　

中
央
中
に
は
伝
統
継
承
の
会

と
い
う
行
事
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
今
ま
で
代
々
受
け

継
が
れ
て
き
た
中
央
中
の
伝
統

を
、
卒
業
し
て
い
く
３
年
生
か

ら
、
在
校
生
で
あ
る
１
、２
年

生
に
引
き
継
ぐ
と
い
う
会
で

す
。
今
年
も
１
、２
、３
年
生
そ

れ
ぞ
れ
が
１
年
間
で
創
り
出
し

た
財
産
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
央
中
は
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
、
今
も
仮
設
校

舎
で
の
学
校
生
活
を
よ
ぎ
な
く

さ
れ
て
い
る
、
福
島
県
飯
舘
村

立
飯
舘
中
学
校
と
の
交
流
を
続

け
て
い
ま
す
。
今
回
の
伝
統
継

承
の
会
で
は
、
ス
カ
イ
プ
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
話
・

テ
レ
ビ
電
話
）
を
利
用
し
た
校

歌
の
交
流
を
行
い
、
お
互
い
に

仲
が
よ
り
深
ま
り
ま
し
た
。

　

僕
は
、
生
徒
会
執
行
委
員
と

し
て
、
こ
の
会
を
運
営
し
ま
し

た
。執
行
部
は
こ
の
会
に
向
け
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
共
に
～

自
ら
動
く
・
心
で
動
く
～
」
の

達
成
度
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
全
校
に
と
り
、
集
計
を
し

た
り
発
表
の
や
り
方
を
考
え
た

り
と
、
毎
日
が
忙
し
い
日
々
で

し
た
が
、
会
の
成
功
の
た
め
に

必
死
で
努
力
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
全
校
全
員
が
参
加
で
き
る

会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

中
央
中
で
は
、
会
だ
け
で
な

く
、
そ
の
事
前
取
組
に
も
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
。
中
央
中
基
本

生
活
ル
ー
ル
38
項
目
を
徹
底
す

る
取
組
を
行
い
、
会
の
前
か
ら

伝
統
で
あ
る
「
確
か
な
日
常
」

を
継
承
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
伝
統
継
承
の
会
を
通

し
て
僕
は
、
来
年
度
最
高
学
年

に
な
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま

で
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
中
央

中
の
伝
統
」
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
て
い
き
な
が
ら
、
さ
ら
な
る

伝
統
も
創
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

僕
が
経
験
し
た
後
期
執
行
委

員
は
、
こ
れ
か
ら
の
中
央
中
は

僕
達
が
リ
ー
ド
し
て
い
こ
う

と
、
よ
り
強
く
決
意
す
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
中
央
中
の
為
に
が
ん
ば
っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

文
・
３
年   

山
田
知
宏
さ
ん
（
執

当
時
は
２
年
生
）

　

リ
ス
ペ
ク
ト
ク
ラ
ブ
で
は
、

毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
に
各
務

原
高
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
・
ラ
グ

ビ
ー
部
の
選
手
が
指
導
者
と
な

り
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

最
近
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
地
域
の
公
園

で
日
が
暮
れ
る
ま
で
遊
ぶ
こ
と

が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
た
め
、

世
代
を
超
え
た
異
年
齢
同
士
の

交
流
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
現
状
を
変
え
た
い
と

思
い
、
平
成
26
年
4
月
に
リ
ス

ペ
ク
ト
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

　

指
導
者
と
な
る
高
校
生
や
参

加
者
の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に

な
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
ス

ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
で
、
刺
激

を
与
え
あ
い
、
尊
敬
し
、
成
長

で
き
る
場
、
新
た
な
発
見
が
で

き
る
場
を
作
り
上
げ
た
い
と
思

い
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
て
く
れ
る
子
ど
も
た

ち
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
！
優
し
い
お

兄
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

サ
ッ
カ
ー
教
室

日
時　

毎
週
月
曜
日　

17
時
～

19
時

場
所　

フ
ッ
ト
サ
ル
パ
ー
ク
お

が
せ
（
各
務
お
が
せ
町
６
）

費
用　

１
０
０
円

体
を
使
っ
て
遊
ぼ
う

日
時　

毎
週
木
曜
日　

17
時
～

19
時

場
所　

各
務
原
高
校
ラ
グ
ビ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド（
蘇
原
新
生
町
２
）

費
用　

１
０
０
円

詳
細　

リ
ス
ペ
ク
ト
ク
ラ
ブ
☎

０
９
０（
６
５
８
４
）
７
５
２
９

子どもスポーツ教室

リスペクトクラブ
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作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

の
腹
掛
け
の
中
に
縫
い
込
ま
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
野
口
村
の
清せ

い

右う

え衛
門も
ん

よ
り
預
か
っ
た

五
人
の
往お

う
ら
い来
手て

形が
た

と
当
面
の
路ろ

銀ぎ
ん

は
、
兼か
ね
ぞ
う蔵

の
ふ
と
こ
ろ
の
奥
深
く
に
納
め
ら
れ
て
い
た
。

　

金
左
衛
門
の
言
葉
に
無
言
で
頷う

な
ず
い
て
舟
に

乗
込
ん
だ
の
は
、
島
崎
村
の
儀ぎ

助す
け

だ
っ
た
。

そ
の
後
を
野
口
村
の
兼
蔵
と
九く

へ

え
兵
衛
の
二
人

が
続
き
、
最
後
に
島
崎
村
の
彦
作
が
乗
り
込

ん
だ
。
明
る
く
な
っ
た
各
務
野
に
広
が
る

麦
畑
は
朝
露
を
含
ん
で
緑
色
を
増
し
て
い
た

が
、
空
に
は
鉛
色
の
雲
が
広
が
り
つ
つ
あ
っ

た
。
五
人
は
舟
に
乗
っ
て
か
ら
も
無
言
の
ま

ま
で
あ
っ
た
。
木
曽
川
を
渡
り
船
か
ら
上

が
っ
た
時
、
ひ
と
り
彦
作
だ
け
が
後
ろ
を
振

り
返
り
、
各
務
野
の
夜
明
け
を
確し

か

と
眼
裏
に

納
め
た
。

― 

つ
づ
く

19

「
彦ひ
こ
さ
く作
か
。
気
ぃ
つ
け
て
行
き
ん
せ
ぇ
よ
」

　

母
の
声
を
背
に
、
全
力
で
走
り
出
し
た
彦

作
の
頬
に
一
筋
の
涙
が
流
れ
て
い
た
。

「
彦
作
ぅ
」

　

戸
口
に
出
て
呼
ん
だ
ま
さ
の
声
は
闇
の
中

に
空
し
く
消
え
た
。

　

彦
作
が
息
を
切
ら
せ
て
小
山
の
渡
し
場
に

着
い
た
時
に
は
、
す
で
に
他
の
四
人
は
来
て

い
た
。

「
す
ん
ま
せ
ん
。
遅
う
な
っ
て
ま
っ
て
」

　

彦
作
は
、
誰
に
と
も
な
く
頭
を
下
げ
た
。

「
よ
し
、こ
れ
で
揃
っ
た
。
ほ
ん
な
ら
船
頭
サ
、

す
ま
ん
が
出
し
て
ま
お
か
」

　

と
言
っ
て
最
初
に
舟
に
乗
り
込
ん
だ
の

は
、
野
口
村
の
金き

ん

左ざ

衛え

門も
ん

だ
っ
た
。
金
左
衛

門
は
五
人
の
中
で
一
番
の
年
嵩
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
暗
黙
の
了
解
の
う
ち
に
リ
ー
ダ
ー

的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
ま
た
、
古
市
場

村
の
清せ

い
す
け助
の
手
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
直
訴

状
は
何
枚
も
の
油
紙
に
包
ま
れ
て
金
左
衛
門

　「
パ
チ
パ
チ
ッ
」
と
、
豆
が
は
ぜ
る
音
と

香
ば
し
い
香
り
。「
焙
煎
士
」
は
、コ
ー
ヒ
ー

豆
を
火
に
か
け
、
独
特
の
香
り
と
風
味
を
引

き
出
す
職
人
で
す
。

　
村
井
さ
や
か
さ
ん
は
、
蘇
原
野
口
町
の
専

門
店
「
コ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
ス
ト
」
で
腕
を
ふ
る

う
焙
煎
士
。
無
数
に
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
産

地
や
特
徴
を
把
握
し
、
焙
煎
具
合
を
調
節
し

て
客
の
好
み
に
あ
っ
た
豆
を
提
供
し
ま
す
。

　
焙
煎
し
た
豆
は
粗
熱
を
取
っ
た
後
、
あ
お

り
な
が
ら
「
チ
ャ
フ
」
と
呼
ば
れ
る
薄
皮
や

不
良
の
豆
を
取
り
除
い
て
い
き
ま
す
。

　
店
で
は
豆
を
焙
煎
し
販
売
す
る
だ
け
で
な

く
、
お
い
し
く
淹
れ
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。「
コ
ー
ヒ
ー
の

本
当
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」。
そ

ん
な
匠
に
信
頼
を
寄
せ
る
常
連
客
が
、
今
日

も
最
高
の
豆
を
求
め
て
店
を
訪
れ
ま
す
。

FILE №　026

コーヒー焙煎士
（こーひーばいせんし）

【これまでのあらすじ】文
ぶんせい

政 12 年（1829）。年貢増徴の危機にあった島崎村と野口村は、窮状を江戸の幕府に直接訴え出る「直
じき

訴
を

」を決定。

　　　　　　　　　　　江戸行きの朝を迎えた島崎村の若者・彦
ひこさく

作は、母まさと幼馴染のみよに別れを告げ、住み慣れた我が家を後にする…

　3 月８日、今年も恒例の「かかみがはらシティ
マラソン」が開催されました。
【市民カメラマン：松田匠市さん】

昨年とは違い、雲一つない晴天の下、気温が高い
中でのマラソン大会でした。発着点の県グリーン
スタジアムに集まった参加者は、老若男女さまざ
まで、他府県からの参加もありました。いろいろ
な衣装を身にまとい、皆さん思い思いにマラソン
大会を楽しんでいました。

「かかみがはら CM」がタペストリーに 街角が「コンサートホール」に

ふわふわの綿花で描く「アート」

タペストリー広告設置 街角コンサート

「わた絵」講座かかみがはらシティマラソン2015

　イオンモール各務原のエレベーターホールに、
市の魅力を PR するタペストリーが登場しました。
今回設置されたのは、昨年市民ワークショップで
制作した「かかみがはら CM」のうち「言えたら
許す」「ちょうどいい街」など 4 種類の映像を、
縦 3.5m のタペストリーに印刷したもの。
　今後は随時内容を更新しながら、市民の皆さん
はもちろん市外から訪れる多くの来店者に、市の
魅力を PR していきます。　　　　　（3 月 19 日）

　今年で 12 回目となる「街角コンサート」。3 月
17 日に初日を迎え、産業文化センターエントラ
ンスホールで、「アラベスク」と「あざみコーラス」、
2 組のコーラスグループが軽やかな歌声を披露し
ました。
　市民の皆さんが気軽に音楽に触れられるように
と行われているこのコンサート。集まった約 80
人の皆さんは「大きな古時計」や「エーデルワイ
ス」といった曲を、出演者と一緒に楽しみました。

　自然の綿花だけを使って描く「わた絵」。黒い
台紙の上に、薄く伸ばした綿花を載せたり重ねた
りすることで描き出します。西ライフデザインセ
ンターの講座では、14 人の皆さんが、白と茶色
の綿花を使って「猫の寝顔」に挑戦しました。
　爪楊枝を使い、猫の毛並ややわらかさを作り出
す作業。皆さん「思っていたよりずっと難しい」
と苦戦しながらも、完成した猫の愛らしい表情に
満足の笑顔を見せていました。　　　（3 月 18 日）

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
匠
フ
ァ
イ
ル

今
号
の

表
紙
を

飾
っ
た
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子どものころから絵を描くことが好きでした。退職後、

絵画教室に通って基本を学び、現在は、旅行先で目にと

まった風景などを好んで描いています。

なぜか、心惹かれるのは海や川、滝など、「水」のある風

景ばかり。初夏の北海道での一場面を切り取ったこの作

品も、その中の１つです。

油絵　
「北国の初夏」

鈴木悟さん
（つつじが丘町）

CITY
GALLERY

なぜか心惹
ひ

かれる、水辺の風景

鈴木　ゆり奈
な

ちゃん（H24.12.16 生）

いつも明るく元気いっぱい！これからもその

笑顔で周りを幸せにしてくださいね☆

（伸哉さん・知里さん、鵜沼朝日町）

平畑　はるかちゃん（H22.2.1 生）

　　　あおいちゃん（H23.12.30 生）

　　　輝
てる

真
ま

ちゃん　  　（H26.1.13 生）

泣いたり笑ったり、毎日とても元気な 3 人で

す。これからも仲良くいてね。

（直行さん・さやかさん、鵜沼各務原町）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8443 人（男　7 万 3305 人・女　7 万 5138 人）

世帯｜ 5 万 7205 世帯　　　　  　平成 27 年 3 月 1 日現在
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